
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
マ
マ
似
だ
ね

今
の
マ
マ
に
は

似
な
い
で
ね
）
（
犬
と
寝
る

幸
せ
思
う

寝
正
月)

 

（
家
の
こ
と

嫁
の
ブ
ロ
グ
を

見
て
わ
か
り
）
（
福
耳
を

貧
乏
神
に

か
じ
ら
れ
る
）

り
を
大
切
に
し
て
、
若
者

の
交
流
、
学
び
、
参
画
、

体
験
の
で
き
る
場
を
つ
く

り
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
や
組
合
活
動
へ
の
意

識
向
上
を
高
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い｣

等
と

述
べ
た
。

続
く
来
賓
挨
拶
で
は
、

関
川
連
合
新
潟
青
年
委
員

会
副
委
員
長
と
小
林
連
合

中
越
地
協
事
務
局
長
が
挨

拶
を
述
べ
た
。

次
に
、
冨
井
事
務
局
長

が
一
年
間
の
活
動
経
過
報

告
を
行
い
、
満
場
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
第
１
号
議
案
・

18
年
度
活
動
方
針
が
、

冨
井
事
務
局
長
か
ら
提
案

さ
れ
全
代
議
員
の
拍
手
で

徹
底
し
た
。
続
く
第
２
号

議
案
・
役
員
の
選
出
は
、

加
藤
副
委
員
長
が
、
役
員

立
候
補
の
手
続
き
及
び
立

候
補
者
を
提
案
し
、
満
場

の
承
認
の
も
と
に
役
員
体

制
を
確
立
し
た
。

そ
の
後
。
新
旧
役
員
挨

拶
が
行
わ
れ
、
旧
役
員
か

ら
は
、
活
動
体
験
等
が
触

れ
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
役
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労)

と
島
津
代
議
員(

Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン)

を
選
出
し
開

会
と
な
っ
た
。

石
田
委
員
長
は
挨
拶

で
、｢

組
合
員
一
人
ひ
と

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
総

会
は
、
通
算
で
第

27

回

と
な
る
。
総
会
は
、
倉
品

副
委
員
長
が
開
会
挨
拶

で
、
保
科
代
議
員(

自
治
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Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

(

石
田
委
員
長)

は
、
総
会

が
終
え
た
７
日
午
後
８
時

か
ら
第
１
回
委
員
会
を
開

い
た
。

委
員
会
で
は
、
先
ず
自

己
紹
介
を
行
っ
た
。
次

に
、
委

員

会

四

役

を

キ
ャ
ッ
プ
と
し
た
役
員
連

絡
体
制
を
決
定
し
た
。
ま

た
、
年
間
活
動
は
四
役
が

各
活
動
の
チ
ー
フ
を
勤

め
、
各
委
員
の
担
当
も
決

定

し

た
。
な

お
、
細

部

は
、
第
２
回
委
員
会(

１

月
26
日)

で
決
定
す
る
。

協
議
会
と｢

み
つ
け
Ｌ
Ｓ

Ｃ
の
今
後
に
つ
い
て｣

協

議
を
行
っ
て
お
り
、

18

年
３
月
末
事
務
所
閉
鎖
に

向
け
て
、
対
応
し
て
い
く

こ
と
を
決
定
し
た
。

ま
た
、
現
在
入
居
の
事

務
所
に
つ
い
て
、
賃
貸
契

約
締
結
団
体
の
退
居
に
伴

う
手
続
き
を
進
め
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

案

で

再

相

談

と

な

る

ケ

ー

ス

が

多

く

あ

る

こ

と
。
相

談

の

傾

向

は
、

｢

こ
こ
ろ

の
問
題｣

｢

家
庭
問

題｣｢

消

費
生
活｣

｢

労
働
関

係｣｢

離

婚
・
男

女
関
係｣

｢

人
間
関
係｣

で
８
割
を
占

め
て
い
る
こ
と
。
最
近
で

は
、
相
続
関
係
の
相
談
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
心
と
身
体
を
守
る
セ

ル
フ
ケ
ア
に
は
、
述
べ
１

８
１
人
の
利
用
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
の
審
議
事
項
で

は
、
新
潟
県
労
働
者
福
祉

若
者
が
数
多
く
誕
生
す
る

こ
と
を
、
お
お
い
に
期
待

し
た
い
。

拶
を
述
べ
た
。

幹
事
会
に
は
９
団
体

17
名
中
、
７
団
体

14
名

が
出
席
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
事
務

局

か

ら

主

な

日

程
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
状

況
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

業
、
予
算
実
行
状
況
等
が

報
告
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト(

以
下
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ)

事
業
で
は
、
２
人
が

90

日
間
で
５
万
７
１
５
０
枚

の
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
し
た
こ
と
。
以
前
相
談

し
た
相
談
者
が
、
別
な
事

員
か
ら
は
、
活
動
へ
の
協

力
と
参
加
、
抱
負
等
が
述

べ
ら
れ
た
。

冨
井
事
務
局
長
の
閉
会

挨
拶
後
に
は
、
石
田
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三

唱
に
よ
り
総
会
を
終
了
し

た
。Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
の

活
発
が
、
よ
り
活
発
化
す

る
こ
と
と
、
次
代
を
担
う

長
岡
地
区
労
働
者
福
祉

協
議
会(

以
下
、
地
区
労

福
協)

は
、

12

月
７
日

(

木)

午
後
１
時

30
分
か

ら
幹
事
会
を
開
催
し
た
。

矢
島
会
長
は
開
催
に
あ

た
り｢

２
０
１
７
に
い
が

た

ワ

ー

ク

＆

ラ

イ

フ

フ

ォ

ー

ラ

ム

in

長

岡

は
、
地
域
の
特
徴
を
活
か

し
た
も
の
と
し
て
評
価
で

き
、
地
区
労
福
協
の
存
在

意
義
を
発
揮
で
き
た
。
今

後
と
も
、
生
活
者
目
線

で
、
市
民
か
ら
共
感
が
得

ら
れ
る
運
動
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
」
等
の
挨

連
合
中
越
地
協

活
動
方
針
と
役
員
体
制
を
決
定
し
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
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連
合
中
越
地
協
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト(

青
年
女
性)
委
員

会
第

12
回
総
会
が
、

12
月
７
日(

木)

午
後
６
時

30
分
か
ら
長
岡
市
勤
労
会
館
で
開
か
れ
、
18
年
度

活
動
方
針
と
役
員
体
制
を
確
立
し
た
。

長
岡
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

幹
事
会
で
活
動
状
況
な
ど
を
報
告

今
年
は
、
戌
年
で
あ
る
。
戌

年
生
ま
れ
は
９
７
６
万
人
で
総

人
口
（
１
億

２
，
６
６

０
万

人
）
の

７
．
７
％

を
占

め
る

が
、
十
二
あ
る
干
支
の
中
で
も

最
も
少
な
い
。
終
戦
直
後
で
出

生
数
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
１

９
４
６
年
生
ま
れ
を
含
ん
で
い

る
た
め
だ
と
い
う
▼
「
戌
」
と

い
う
字
は
、
刃
物
で
作
物
を
刈

り
取
っ
て
ひ
と
ま
と
め
に
縛
る

様
子
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
、

干
支
と
し
て
は
11
番
目
で
あ
る

「
戌
」
で
は
あ
る
が
、
最
終
的

な
結
実
の
年
の
意
味
が
あ
る
ら

し
い
。
12
番
目
に
「
亥
」
が
最

終
な
の
で
は
？
、
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
「
亥
」
は

次
の
新
し
い
12
年
サ
イ
ク
ル
に

向
け
て
、
す
で
に
助
走
を
切
っ

て
い
る
扱
い
に
な
る
と
の
こ
と

で
、
「
戌
」
が
実
質
的
な
最
終

の
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
▼
今

年
は
、
一
つ
で
も
多
く
成
果
を

上
げ
ら
れ
る
年
に
し
た
い
も
の

だ
。 

副議長

與口篤也≪№268≫

   東蔵王２

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

第
１
回
委
員
会
開
く
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ナ
ビ
い
ら
ぬ

妻
の
言
う
が
ま
ま
に

走
ら
せ
ま
す
）
（
そ
の
ビ
ー
ル

無
料
じ
ゃ
な
い
よ

フ
リ
ー
だ
よ
）
（
あ
れ
安
い

こ
れ
は
特
価
で

支
出
増
え
）
（
禁
煙
中

中
休
み
だ
と

一
服
し)
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2018年 連合中越地協各支部 支部長挨拶

火山 健悟支部長

佐藤 宏則支部長

中村 俊之支部長

山本 英二

これまでの自民党政府の政策は、人口の大都市への

流入、一極集中は是正できませんでした。これは、雇

用・労働条件の悪化と共に、人口減少社会となり、私

たちの生存の土台を崩しています。

魚沼市をはじめ各地方には、本来人が生きるのに必

要なものはそろっています。だからこそ、雇用・労働

条件をより一層整備することで、暮らしは豊かになる

のではないでしょうか。

構成組織の活力が引き出せるような活動となるよ

う、知恵を出して取り組んでいきます。

支部長

山口 耕一郎支部長

あけまして おめでとうございます

小千谷支部

見附支部 北魚沼支部

南魚沼支部

十日町支部

新年明けましておめでとうございます。日頃より連

合小千谷支部の活動に対し、ご理解とご協力をいただ

きまして誠にありがとうございます。

昨年の衆議院選挙では与党の圧勝に終わり、今後の

政策によって私たちの生活にどのように影響がでてく

るか不安ではありますが、推薦議員や組合員の皆さま

と連携して取り組んでいきたいと思います。また、連

合中越地協の運動方針を基本とし、小千谷支部独自の

活動を実施し地域に根ざした活動を進めていきたいと

思います。

新しい年が皆さまにとって幸せ多き年となるよう心

からお祈り申し上げます。

あけましておめでとうございます。昨年12月5日

連合見附地区支部総会（以下総会）において、支部

長に選任されたJP労組新潟県央支部所属の火山です

（以下県央支部）

2017年5月に見附市内に郵便局を開局、6月に県央支

部を結成したばかりの支部です。遠距離通勤の組合

員が多いですが、連合見附の地域運動にも参加し

て、地元単組との交流を深めていきたいと思いま

す。何卒、よろしくお願いいたします。

     2018年明けましておめでとうございます。組合

員の皆さんにとって今年が良い年となりますようご祈念申し

上げます。

昨年、国政においては、森友・加計問題や議員の相次ぐス

キャンダルなど、安倍政権のもとで国民の政治への不信が高

まっているなかで、臨時国会冒頭解散により衆議院解散総選

挙となりました。結果は、自民党が公明党と合わせて全議席

の３分の２を上回る議席を獲得しました。民意の受け皿とな

る政党があのような状況ではという思いがあります。残念で

なりません。今後さらに強権的な政権運営に拍車がかかるの

ではないかと心配でなりません。

悲観していても状況は変わりません。連合に結集する私た

ちは、『次の飛躍へ 確かな一歩を 運動への「参加」と組

織の「拡大」をすすめ地域活動を広げよう！』というスロー

ガンのもと、地域の仲間と団結を強め、思いを共有できる仲

間を増やす活動により現状を変えて行かねばなりません。

また、厚生連労働組合中条支部と地域医療を守るための取

り組みを始めています。地域に顔の見える活動になるよう、

地協の皆さんからの支援をお願いしたいと思っています。
多くの課題がありますが、連合中越地協十日町支部は、地

域の労働組合の連帯・連携を強め、できることから一歩ずつ
取り組んでいきたいと考えています。今年も連合活動への

参加をよろしくお願いいたします。 

   新年明けましておめでとうございます。

南魚沼支部長の中村です。日頃より南魚沼支部の活

動に対し，ご理解とご協力をいただきまして誠にあ

りがとうございます。

昨年の衆議院議員選挙及び南魚沼市議会議員選挙

では推薦候補者の当選に向けご協力いただき感謝申

し上げます。衆議院議員は残念な結果でしたが市議

会議員については当選することができました。地

域・推薦議員，組合員の皆さまと安心して暮らせる

社会を目指し今年の活動を取り組んでいきたいと思

います。

新しい年が皆さまにとって幸せ多き年となるよう

心からお祈り申し上げます。 

役  職 氏  名 出身産別 役 職 氏  名 出身産別

委員長 石田千絵 ＪＡＭ新潟 委 員 清水賢志 日教組(新教組)

副委員長 猪股和樹 電力総連 委 員 伊佐昌子 日教組(新教組)

副委員長 加藤一成 ＪＰ労組 委 員 渡辺裕紀 ﾍﾙｽｹｱ労協

副委員長 保科博子 自治労 委 員 真嶋ちはる ﾍﾙｽｹｱ労協

事務局長 富井大智 ＵＡｾﾞﾝｾﾝ 委 員 木山美智子 日教組(高教組)

事務局次長 小林洋一郎 ＵＡｾﾞﾝｾﾝ 委 員 萩野宗次郎 ＪＰ労組

事務局次長 川村忠弘 全労金 委 員 山口美樹 私鉄総連

事務局次長 木田由紀子 地協事務局 委 員 小林純一 自動車総連

委 員 高野奈央 自治労 委 員 柄沢 奎 ＪＥＣ連合

委 員 笠原一真 自治労 委 員 砂山康則 基幹労連

委 員 佐藤 魁 ＪＡＭ新潟 委 員 伊佐康太郎 全水道

委 員 関 健作 ＪＡＭ新潟

２０１８年度連合中地協ＳＪネット委員会役員体制


